
教 科 名 科 目 名 履 修 学 年 履 修 区 分 単 位 数 

数学 数学Ⅰ・数学Ａ 
１年 

特別進学コース 
必修 ３＋２ 

 

目     標 

数と式，図形と計量，二次関数，データの分析，図形の性質及び場合の数と

確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象

を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を

身に付けるようにする。 

教  科  書 
高等学校 数学Ⅰ（数研出版） 

高等学校 数学Ａ（数研出版） 

副  教  材 ４プロセス 数学Ⅰ＋Ａ（数研出版） 

授 業 形 態 講義形式で行う。 

評 価 規 準 

＜知識及び技能＞ 

・論理や計算，統計，図形及び確率といった数学的思考の基礎にあたる様々な

概念について体系的に理解しているか。 

・数学における基本的な概念や原理・法則を理解しているか。 

・問題に応じて，適切に定理・公式・記号などを活用することができるか。 

 

＜思考力・判断力・表現力＞ 

・物事を多面的にとらえ他の事象との関係を考察しているか。 

・粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度が身につい

ているか。 

・数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現しているか。 

 

＜主体的に取り組む態度＞ 

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとす 

る態度が身についているか。 

 

評 価 方 法 
単元テスト，単元ごとの振り返りや自己評価，問題集や授業への取り組み状

況等を考慮し，総合的に判断して評価する。 

学習上の留意点 

「数学Ⅰ」「数学Ａ」はこれから学習していく数学の基礎にあたります。家庭学

習の計画をしっかり立て，継続的に復習していきましょう。問題演習用のノー

トを作成し，分からない問題を自分でできるようになるまで何度も練習してみ

ましょう。 

だだ暗記したり演習したりするだけでは数学の力は伸び悩むかもしれませ

ん。自分や他の人が問題を解く際何を考えているか考え，それを自分のものに

していく積み重ねが難解な数学的概念の理解につながるでしょう。 
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授業計画及び試験計画[　数学Ⅰ＋Ａ　１年　特別進学コース　]

内　　容
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 １月 ２月


	１年：数学Ⅰ+A　特進コース　左
	１年：数学Ⅰ+A　特進コース　右

